
（週二回月・木曜日発行）２０２４年（令和６年）１１月７日（木曜日）第５７８９号（3） 第３種郵便物認可

　

国
内
唯
一
の
膜
工
学
研
究

拠
点
と
し
て
、
産
学
連
携
で

膜
工
学
の
先
端
研
究
と
人
材

育
成
を
推
進
し
て
い
る
神
戸

大
学
先
端
膜
工
学
研
究
推
進

機
構
は
さ
き
ご
ろ
、
膜
工
学

秋
季
講
演
会
・
膜
工
学
サ
ロ

ン
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ

イ
ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開

催
し
た
。
講
演
会
は
産
官
学

４
題
、
サ
ロ
ン
は
水
処
理
な

ど
13
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
日
立
製
作

所
が
「
日
立
製
作
所
に
お
け

る
水
処
理
分
離
膜
の
事
業
展

開
」
と
題
し
、浄
水
、下
水
、

海
水
淡
水
化
・
下
水
再
利
用

の
各
分
野
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

浄
水
分
野
で
は
耐
薬
品
性

が
高
く
、
軽
量
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
有
機
Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
膜
（
Ｍ

Ｆ
）
で
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
な

ど
が
図
れ
る
ケ
ー
シ
ン
グ
収

納
型
（
加
圧
ろ
過
タ
イ
プ
）

と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が

図
れ
る
槽
浸
漬
型
（
水
位
差

ろ
過
タ
イ
プ
）
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
。
下
水
分
野
で
は
ト

レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
運
搬
が
可

能
で
、
据
え
付
け
や
撤
去
も

容
易
な
単
槽
式
Ｍ
Ｂ
Ｒ
ユ

ニ
ッ
ト
や
高
沈
ユ
ニ
ッ
ト
を

解
説
し
、
小
規
模
下
水
処
理

場
の
改
築
工
事
期
間
中
に
お

け
る
仮
設
水
処
理
や
災
害
時

な
ど
に
適
用
で
き
る
と
し
て

い
る
。

　

海
水
淡
水
化
・
下
水
再
利

用
分
野
で
は
、
Ｒ
Ｏ
膜
を
用

い
た
海
水
淡
水
化
装
置
と
と

も
に
、
膜
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
高
回
収
率
運
転
を
可
能
に

し
た
海
水
淡
水
化
シ
ス
テ
ム

の
特
長
や
適
用
例
、
下
水
再

利
用
へ
の
適
用
な
ど
を
披
露

し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
水
処
理
グ
ル
ー

プ
で
は
、
▽
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
膜
面
フ
ァ
ウ

リ
ン
グ
状
態
の
把
握
お
よ
び

薬
液
洗
浄
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
フ
ァ

ウ
リ
ン
グ
抑
制
技
術
（
東

レ
）
▽
水
処
理
用
ゼ
オ
ラ
イ

ト
正
浸
透
膜
の
現
在
地
と
展

望
（
早
稲
田
大
学
）
―
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

日立製作所が水処理膜を説明

先端膜工学研究機構が講演会
神戸大

２０２４年（令和６年）１１月７日（木曜日）


